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　伊達市では昨年、「第３次総合計画」を策定し、目指す将来像として「人と緑と歴史が結び合う ひかり輝
く田園空間・伊達市」と定めました。東北中央自動車道が全線開通し、伊達市新工業団地では操業に向けた
建設工事が進み、今後、工業団地拡張に向けた調査を行う方針です。堂ノ内地区の大型商業施設も開業に向
けた整備が進められていて、伊達市の発展を後押しする環境が整ってまいりました。伊達市がさらに飛躍す
るために、令和６年度当初予算は、第３次総合計画に掲げた６つのまちづくりを進める予算編成を行いまし
た。
　１つ目は、「安全・安心できれいなまち」として、消防・防災・減災体制の強化を図り、きれいな生活環
境を形成するため、環境保全対策を推進します。２つ目は、「健やかでやさしい健康・福祉のまち」として、
市民が健やかで安心して幸せに暮らせるよう、健康づくりや保健・介護・福祉サービスの提供、医療体制の
充実や社会参加・生きがいづくりの促進に努めてまいります。３つ目は、「未来を拓く人を育む教育・文化
のまち」として、伊達市版ネウボラ事業の充実をはじめ、子育て家庭を応援する体制の強化、学校教育・生
涯学習環境の充実、市民主体のスポーツ・文化・交流活動の促進に努めてまいります。４つ目は、「活力と
にぎわいあふれる産業のまち」として、農業の担い手の育成・確保、農産物のブランド化の促進、商工業の
振興や観光機能の強化、雇用の確保・拡大に向け取り組んでまいります。５つ目は、「便利で快適に暮らせ
るまち」として、地域公共交通の見直し、デジタル化の推進、快適な住環境づくりや定住・移住対策を進め
てまいります。６つ目は、「みんなでつくる協働のまち」として、男女共同参画社会に向けた環境整備、町
内会や地域自治組織への活動支援、市民や市民活動団体などの参画・協働の促進に努めてまいります。
　これらの事業を展開し、多くの若者が住み、子どもの声が響き、市民一人ひとりが健康で生きがいを実感
できる伊達市、自然と都市が調和する美しい田園風景に包まれた未来に輝く伊達市を創ってまいりますので、
ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 
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２つ目の柱　【持続可能な行財政経営の推進】

第 3 次総合計画のあらまし
【計画期間：令和５年度～令和 14 年度】

令和６年度 伊達市行政経営方針

人と緑と歴史が結び合う　ひかり輝く田園空間・伊達市人と緑と歴史が結び合う　ひかり輝く田園空間・伊達市
―　伊 達 市 の 将 来 像　―

―　まちづくりの基本姿勢　―

１つ目の柱　【求められる施策の推進】

３つ目の柱　【社会情勢の変化への対応・市の特性を活かした取組】

　この計画は本市の目指すべき将来像を描き、それを実現していくための総合的かつ計画的なまちづくりの指針と
なるものであり、最上位の行政計画に位置づけられています。
　この計画を実行していくことで、多くの若者が住み、子どもの声が響き、市民一人ひとりが健康で生きがいに満
ちた人生を送っていることを実感できる、自然と都市が調和する美しい田園風景に包まれた未来に輝く伊達市を目
指します。

○ 「伊達市第３次総合計画」の将来像『人と緑と歴史が結び合う　ひかり輝く田園空間・伊達市』の実現に向け、“あ
るもののばし”の視点に立ち、各施策・事業の選択と集中を行うことで、メリハリのある施策展開を図っていく。

○ 社会情勢の変化に伴う新たな行政需要などに柔軟に対応し、市が持つ特性をさらに伸ばすため、明確な方向性を
示し、推進すべき分野を方針において定め、取り組んでいく。

○ 令和６年度の行政経営方針は、「求められる施策の推進」、「持続可能な行財政経営の推進」、「社会情勢の変化へ
の対応・市の特性を活かした取組」の３つを柱とし、新たな視点と発想を加え、将来にわたって魅力と活力のあ
る伊達市を築くための取組を推進する。

『若者の定着と還流』を促す

『緑と歴史文化』とともに生きる

『未来を拓く子ども』を大切にする

『すべての人の健幸』を築く

『人と人とのつながり』を大切にする

1
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「伊達市第３次総合計画」の基本目標 「第２期伊達な地域創生戦略」の基本目標
安全・安心できれいな
まち

○ 安全性と環境保全を重視
した生活環境の整備

 健やかでやさしい健
康・福祉のまち

○ すべての市民が健康に生
活できる環境づくり

 未来を拓く人を育む教
育・文化のまち

○ 子育て支援の充実と特色
ある教育・文化行政の推進

伊達にきてくなんしょ
【しごとをつくり、新しい人の流れをつくる】

活力とにぎわいあふれ
る産業のまち

○ 活力ある産業の育成と雇
用の場の拡充

取組１　行政のデジタル変革
○業務プロセスの再構築とデジタル技術の導入
○行政手続のオンライン化と情報システムの標準化
○デジタル人財の育成

○少子化対策・こども政策の抜本強化　　　　　　　　　○相馬福島道路を活用し、イオンモールと連携した地域振興
○持続可能な経済財政運営や社会保障制度の構築　　　　○市の特性を活かした取組

  便利で快適に暮らせ
るまち

○ 市の持続的発展を支える
都市基盤の整備

みんなでつくる協働の
まち

○ 市民参画・協働の促進と
行財政改革の推進

せっかくどうもない
【生きがいを持って暮らす地域共生社会をつくる】

おらほの子育て日本一
【若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる】
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取組２　財政健全性の確保
○将来負担の抑制
○歳出削減の徹底と歳入の確保
○公共施設の適正管理、保有総量の最適化

取組３　職員意識改革と能力の向上
○職員の意識改革と意欲向上
○機能的な組織体制の整備
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伊達市第３次総合計画
令和５年度から令和 14 年度まで

～人と緑と歴史が結び合う
ひかり輝く田園空間・伊達市～

未来を拓く人を育む
教育・文化のまち

みんなでつくる
協働のまち

健やかでやさしい
健康・福祉のまち

便利で快適に
暮らせるまち

安全・安心で
きれいなまち

活力とにぎわい
あふれる
産業のまち

令和６年度 予算のポイント・予算規模

市税
17.4%
57 億 3,715万円

地方譲与税
1.1%
３億 7,853万円

自主財源 33.8％
111 億 5,496万円

依存財源 66.2％
219 億 574万円　

その他の交付金
6.4%
21 億 719万円

地方交付税
30.3%
100 億 1,353万円

国庫支出金
10.7%
35 億
5,247万円

県支出金
7.4%
24 億 3,782万円

市債
10.3%
34 億
1,620万円

歳入合計

330 億
6,070 万円

税外収入
16.4% 
54 億
1,781万円

　令和 6 年度は、令和 5 年度に引き続き「安全・安心できれいなまち」「健やかでやさしい健康・福祉のまち」「未
来を拓く人を育む教育・文化のまち」「活力とにぎわいあふれる産業のまち」「便利で快適に暮らせるまち」「みん
なでつくる協働のまち」の６つを柱として重点的に施策を展開します。

1

2

3
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■令和６年度に行う事業の予算規模

■令和６年度の総予算グラフ

■令和６年度予算の概要

市税
17.4%
57 億 3,715万円

地方譲与税
1.1%
３億 7,853万円

自主財源 33.8％
111 億 5,496万円

依存財源 66.2％
219 億 574万円　

その他の交付金
6.4%
21 億 719万円

地方交付税
30.3%
100 億 1,353万円

国庫支出金
10.7%
35 億
5,247万円

県支出金
7.4%
24 億 3,782万円

市債
10.3%
34 億
1,620万円

歳入合計

330 億
6,070 万円

税外収入
16.4% 
54 億
1,781万円

総務費
20.0%
65 億
9,801万円

民生費
31.8%
105 億
786万円

予備費
0.3%  1 億円

議会費
0.8%
２億 4,905万円

公債費
15.4%
51 億
1,265万円

衛生費
6.7% 
22 億
941万円

労働費
0.1% 
1,494万円

商工費 
2.4% 
７億 9,844万円 農林水産業費

2.5% 
８億 1,747万円

消防費
4.2%　
13億 9,550万円

土木費
5.4%　
18億 749万円

災害復旧費
0.9% 
３億 731万円

教育費
9.5%
31 億 4,257万円

歳出合計

330 億
6,070 万円

　令和 6 年度の予算規模は、前年度から１億 3,470 万円減の 330 億 6,070 万円となりました。予算編成にあたっ
ては、自然災害、物価高騰等による財政への影響は予断を許さない状況にあり、限られた財源の中での厳しい予算
編成となりました。すべての事務事業の検証と見直しを行いながら、未来につながる飛躍の年となるように各事業
に重点を置いた予算編成を行いました。

会計名称 予算額 前年度比
一般会計 33,060,698 △ 0.40%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,353,787 △ 0.34%
後期高齢者医療特別会計 961,200 2.98%
介護保険特別会計 7,776,582 0.51%
工業団地特別会計 98,833 1,852.45%
月舘宅地造成事業特別会計 11,946 △ 41.66%
財産区特別会計（11 会計） 35,895 111.36%

水道事業会計（公営企業会計）
収益的支出 1,695,421 △ 0.10%
資本的支出 716,618 △ 12.52%

下水道事業会計（公営企業会計）
収益的支出 768,535 3.20%
資本的支出 723,051 △ 0.78%

※粟野地区農業集落排水処理事業特別会計は、企業会計移行に伴い、令和６年度より下水道事業会計に含める。

（単位：千円）



666

令和６年度の主な取り組み

安全・安心できれいなまち安全・安心できれいなまち

湛
たん

水
すい

防除施設維持管理事務 再生可能エネルギー推進事業

担当課　農林整備課 担当課　生活環境課

　大雨による洪水対策として、湛水防除施設である排水機場
を安定的に運用します。

【主な取り組み】
○排水機場の運転、維持管理
○ 梁川第二排水機場の2基ある排水ポンプのうち、1号機排

水ポンプ用エンジンの分解整備（オーバーホール）実施

　地球温暖化防止対策の一つとして、住宅用蓄電池システム
設置に係る費用を補助します。
　また、電気自動車を住宅用蓄電池代わりにするシステム
「V2H」の設置に係る費用を補助します。

【主な取り組み】
　太陽光発電システムと連系した住宅用蓄電池システムおよ
びV2Hシステムの設置に係る費用の一部を補助
○ 住宅用蓄電池システム：

20,000円/kwh
　※上限： 4kwh
　　（80,000円）
○ V2Hシステム：
　50,000円/件

財源（万円） 市の負担
3,660 財源（万円） 市の負担

305

3,660 万円 305 万円

蓄電池システム梁川第二排水機場

　災害に備え、防災関係機関相互の連携体制の確立と市民の防災意識の高揚を図るため、総合防災訓練を実施します。
　令和6年度は、伊達市で初めてとなる福島県総合防災訓練を開催し、総合的な防災・減災体制の一層の強化を図ります。

【主な取り組み】
○福島県総合防災訓練の開催（伊達市では初開催）

煙体験応急救護訓練はしご車による救助訓練

担当課　防災危機管理課

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
334 100

434 万円

一新

一新

伊達市総合防災訓練事業

継続
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消防施設整備事業 農産物魅力発信事業

担当課　防災危機管理課 担当課　商工観光課

　消防施設などの計画的な整備充実を図るため、老朽化した
消防屯所を新築し、消防車両などを更新します。

【主な取り組み】
○消防屯所の新築工事（1棟）
○耐震性貯水槽の新設工事（1基）
○消防車両の購入（3台）
○消防小型動力ポンプの購入（2台）

　伊達市が誇る桃やあんぽ柿など、農産物の魅力を広く発信
するため、県外量販店でのトップセールスやメディアを活
用したPRを行います。また、安全安心でおいしい農産物を
知ってもらうため、首都圏の消費者と交流を図るイベントを
開催します。

【主な取り組み】
○大型量販店でのPR販売
○首都圏の飲食店で伊達市産農産物の活用とPR
○メディアを活用した農産物の魅力発信
○首都圏の消費者との交流イベントの開催

財源（万円） 市の負担
1億 306 財源（万円） 市の負担 国・県の負担

1,282 1,833

1 億 306 万円 3,115 万円

 　安全・安心なまちづくりを進めるため、これまでの災害・事故等の教訓を踏まえた消防・防災・
減災体制の強化、放射線対策の継続、交通安全・防犯・消費者対策を推進するとともに、きれ
いな生活環境づくりに向け、環境保全対策やごみ処理・リサイクル対策を進めます。

イオンスタイル仙台卸町でのトップセールス新築された消防屯所

86 事業

25 億
347 万円

　災害に備え、防災行政無線や排水ポンプ車などの管理・運用、災害備蓄品などの購入を行います。
　また、伝樋川改修事業に伴い、山城舘ポンプ場の浸水対策を進めます。

【主な取り組み】
○ 防災支援専門官の配置
○ 災害時に必要となる備蓄品などの購入
○ 市防災行政無線（移動系・同報系）および排水ポンプ車など

の管理・運用
○ 山城舘ポンプ場の浸水対策を進めるための用地の確保
○ 県総合情報通信ネットワークシステムの運用
○ 県消防防災ヘリコプターの運航に係る負担金　など

排水ポンプ車

担当課　防災危機管理課

財源（万円） 市の負担
8,108

8,108 万円

災害（防災）対策事業継続

継続 継続
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令和６年度の主な取り組み

健やかでやさしい健康・福祉のまち健やかでやさしい健康・福祉のまち
若年がん患者在宅療養支援事業

妊婦にやさしい遠方出産支援事業

予防接種事業（法定）

緊急医療機器整備事業

担当課　健康推進課

担当課　健康推進課

担当課　健康推進課

担当課　生活環境課

　若年がん患者が住み慣れた場所で安心して自分らしい生活
を送ることができるよう、在宅サービス利用料の一部を助成
し、患者と家族の負担を軽減します。

【主な取り組み】
○在宅サービスにかかる利用料の助成
○福祉用具の貸与・購入にかかる費用の助成
○ 居宅介護支援サービス費用の助成

　最寄りの産科医療機関等までおおむね60分以上の移動が
必要な妊婦が、安全・安心に妊娠・出産ができるようにする
ため、移動にかかる交通費および宿泊費の一部を助成するこ
とにより、妊婦の経済的負担を軽減します。

【主な取り組み】
○ 最寄りの産科医療機関（または周産期母子医療センター）

までの移動にかかる交通費および宿泊費の助成
○対象者： 最寄りの産科医療機関等までおおむね60分以上

の移動が必要な妊婦

　重症化リスクの高い方を対象として新型コロナワクチン接
種を実施し、個人の重症化を予防します。

【対象者】
○65歳以上の高齢者
○一定の基礎疾患をもつ60歳から64歳までの人

【その他】
○ 市内医療機関での個別接種により実施
○自己負担あり

　市民の救命率向上のため、公共施設に自動体外式除細動器
（AED）を設置します。

【主な取り組み】
○ 公共施設に自動体外式除細動器（AED）の設置、維持管

理
○ 令和6年度中に小中学校

体育館を中心に19台を増
設予定（公共施設に85台
設置済）

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
61 16

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
5 13

財源（万円） 市の負担
6,912

財源（万円） 市の負担
1,043

77 万円

18 万円

6,912 万円

1,043 万円

予防接種（イメージ）

自動体外式除細動器（AED）

在宅医療を支援（イメージ）

出産を控えた女性（イメージ）

新規

新規

新規

一新



99

　市民が健やかで幸せに暮らすことができるよう、「健幸都市」づくり、きめ細かな保健サービ
スの提供、医療体制の充実を進めるとともに、誰もが地域で安心して暮らし続けることができ
るよう、介護・福祉サービスの充実や社会参加・生きがいづくりの促進に努めます。

79 事業

59 億
7,038 万円

　地域医療の中核を担う医療機関の運営を支援するとともに、市民が身近な診療所で受診できるよう医師の確保を図りま
す。

【主な取り組み】
○ 症状に応じた専門的な相談ができる福島県救急電話相談事

業（＃7119）への負担金の支出
○ 地域医療の中核を担う病院への運営費の助成
○ 北福島医療センターへの福島県立医科大学総合内科・臨床

感染症学講座（寄附講座）の設置
○ 市内の診療所を承継した医師に対する補助金（限度額1,000

万円）の交付
○ 市内に産科・小児科の診療所を開設した医師に対する補助

金（限度額3,000万円）の交付（令和6年度新規事業）

担当課　健康推進課

財源（万円） 市の負担
9,876

9,876 万円

地域医療確保対策事業一新

市民の健やかな暮らしを支援（イメージ）

健康運動習慣化支援事業 健幸都市推進事業

担当課　健幸都市づくり課 担当課　健幸都市づくり課

　生活習慣病を予防し健康寿命を伸ばすため、市民が身近な
集会所で主体的に運動を続けながら交流の場ともなる「元気
づくり会」の普及や「いきいきウォーキング」の開催など、
健康づくりのための運動の機会を幅広く提供します。

【主な取り組み】
○元気づくり会
　実施会場数　146カ所（R6.2月末現在）
○いきいきウォーキング（全20回）
○ほばら元気ハウスの維持管理

　地域の資源を活用したウォーキングイベントの開催や
ウォーキングコースの新設により、「歩くこと」を基軸とし
た健幸都市づくりを推進します。
　また、毎日の歩数や健康づくりでポイントを貯めて特典を
受けることができる「だてな健幸ポイント事業」を推進し、
市民の健幸意識の高揚を図ります。

【主な取り組み】
○だてな健幸ウォーク（10月に霊山地域で開催予定）
○ウォーキングマップ作製
○だてな健幸ポイント事業
○働き盛り世代向け（事業所向け）アプローチ
○伊達市ウエルネスサロン白根の維持管理

財源（万円） 市の負担 その他（諸収入・繰入金）
1,407 1,500 財源（万円） 市の負担 その他（使用料）

1,076 5

2,907 万円 1,081 万円

だてな健幸ウォーク元気づくり会

継続 継続
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令和６年度の主な取り組み

未来を拓く人を育む教育・文化のまち未来を拓く人を育む教育・文化のまち
「伊達っ子の誓い」推進事業

　すべての子どもの健やかな成長を促すため、子どもの年齢に応じて継続的に支援し、保護者が子育ての喜びや楽しさを感
じながら安心して子育てができる環境を整えます。

【主な取り組み】

担当課　こども未来課、ネウボラ推進課 3 億 1,742 万円

■こども誰でも通園制度　……………………… 478万円
　働き方にかかわらず、全ての子育て家庭に対して支援
を強化します。

○ 市内1園でこども誰でも通園制度を実施

※こども誰でも通園制度
　 月一定時間、未就園児を対象に保護者の就労要件を問

わずに認定こども園等を利用できる新たな制度

■放課後児童健全育成事業　…………… 2億8,541万円
　子どもの自立に向けたより良い育ちにつながるよう、
居心地が良い子どもの居場所である放課後児童クラブを
運営します。

○学習支援の強化
○基本的生活習慣の獲得の推進
○主体的な遊びへの支援

放課後児童クラブ（イメージ）園で遊ぶ子どもたち（イメージ）

■多子世帯保育料軽減制度　………………… 2,558万円
　保護者と生計が同一のお子さんが2人以上いる場合、0
−2歳の保育料の算定方法を変更し、多子世帯の経済的
負担の軽減を図ります。

○ きょうだいの年齢に関わらず、保育料は第2子を半
額、第3子以降は無料

■親子のかかわり支援事業　…………………… 165万円
　家族の育児参加を促進し、育児の楽しさを知ってもら
うことで、より良い育ちをはぐくむための支援を推進し
ます。

○イベントの開催
○家族の育児参画の推進
○ より良い育ちを促すために伊達市版ネウボラ体制によ

る伴走型支援の強化

伊達市で子育て子育て世帯を応援（イメージ）

新規

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他（負担金）
2億 2,359 6,117 3,266
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　市の宝である子どもが健やかに育つよう、「伊達市版ネウボラ事業」の充実をはじめ、市全体
で子育て家庭を応援する体制の強化を図るとともに、未来を拓く人材の育成に向け、学校教育・
生涯学習環境の充実、市民主体のスポーツ・文化・交流活動の促進に努めます。

131 事業

75 億
5,857 万円

給食費支援事業

史跡整備保存活用事業

伊達小学校改築事業

（仮称）高子北認定こども園整備事業

担当課　学校給食センター

担当課　生涯学習課

担当課　教育総務課

担当課　こども未来課

　市内の中学校6校、小学校12校、市立幼稚園2園に学校給
食を提供します。
　令和4年度から物価高騰対策として、1食あたり中学校19
円、小学校17円、幼稚園16円を市が負担し、保護者の負担
軽減を行っています。令和6年度は、中学生を対象としてさ
らに半額（一人1食158円）を支援します。

【主な取り組み】
○物価高騰支援分　　1,239万円
○ 中学生半額支援分　3,677万円

　令和元年に史跡に指定された「伊達氏梁川遺跡群」の保存
と活用に関する将来的な方針を定めるために「伊達氏梁川遺
跡群保存活用計画」を策定します。

【主な取り組み】
○伊達氏梁川遺跡群保存活用計画書の作成
○計画策定委員会の開催・運営
○地域団体等へのヒアリング調査の実施

　伊達小学校（昭和49年築）の改築を行うことにより安
全・安心・快適な教育環境を整備するため、平成28年度の
基本計画策定から始まり、令和5年12月には校舎・講堂棟が
完成しました。
　令和6年度は、本事業の最終年度としてグラウンド・遊具
などの屋外整備工事、周辺道路改良工事を実施します。

【主な取り組み】
○ 伊達小学校4・5工区屋外整備工事（グラウンド、遊具な

どの整備）
○ 関連道路改良

工事（市道根
岸 線 改 良 工
事、国道399
号交差点改良
工事、市道舘
ノ内線拡幅工
事）

　高子北地区へ民間事業者が建設する認定こども園整備に係
る経費の一部を補助します。　

【主な取り組み】
○（仮称）高子北認定こども園　　
　場所：伊達市保原町高子岡地内
　定員：126名予定
　開園：令和7年4月予定

財源（万円） 市の負担
4,916

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
407 360

財源（万円） 市の負担
2億 7,375

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
8,021 1 億 9,645

4,916 万円

767 万円

2 億 7,375 万円

2 億 7,666 万円

伊達小学校

（仮称）高子北認定こども園完成イメージ図

提供されている給食の例

梁川城跡（心字の池）

継続

継続

継続

一新
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　伊達市の特選素材の一つである「伊達鶏」を生かした伊達
食が味わえる環境整備を支援し、「伊達鶏のまち伊達市」と
してブランド化を推進します。
　また、市外から伊達市を訪れる目的に育て、観光誘客と地
域産業の振興を図ります。

【主な取り組み】
○伊達鶏の振興を図る団体へ交付金の交付

伊達鶏を使用した料理の例

担当課　商工観光課

財源（万円） 市の負担
500

500 万円

伊達食ブランド化推進事業

活力とにぎわいあふれる産業のまち活力とにぎわいあふれる産業のまち
新規

道の駅管理運営事業鳥獣害対策事業

担当課　商工観光課担当課　農政課

　道の駅「伊達の郷りょうぜん」を管理・運営し、本市の魅力
の発信や各種イベントの開催による賑わい創出を図ります。
　また、道の駅の利用促進と市内周遊や地域活性化を図るた
め、周辺整備検討のための基礎調査を実施します。

【主な取り組み】
○指定管理料
○ 道の駅周辺整備検討のための基礎調査

　イノシシ・ニホンザルなどの有害鳥獣による農作物被害を
減らすため、捕獲や侵入防止柵設置に対し補助するなどの対
策を実施します。

【主な取り組み】
○伊達市鳥獣被害対策実施隊による捕獲・追い払い
○侵入防止柵の設置費用の補助
○地域ぐるみで追い払いを行うための支援
○ 被害状況・生息状況に関する調査
○ 新規でわな免許を取得する際の費用の補助

財源（万円） 市の負担 その他（諸収入）
7,376 170財源（万円） 市の負担 国・県の負担

2,656 345

7,546 万円3,001 万円

庭に現れたニホンザル調査で得られるサルの位置情報

開業 6周年を迎えた道の駅「伊達の郷りょうぜん」

道の駅「伊達の郷りょうぜん」の館内

一新 一新
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　特色ある農業のまちとして、担い手の育成・確保、農産物のさらなるブランド化の促進をは
じめ、多面的な農業振興施策を推進するとともに、にぎわいあふれるまちづくりに向け、商工
業の振興や観光機能の強化、雇用の確保・拡大に向けた取組を推進します。

52 事業

14 億
42 万円

商工業振興対策事業 保原工業団地拡張事業（工業団地特別会計事業）

企業誘致推進事業

月舘+cycle 推進事業

担当課　商工観光課 担当課　商工観光課

担当課　商工観光課

担当課　月舘総合支所

　コロナ禍や物価高騰の影響を受けた市内経済の活性化と市
内商店街等事業者の経営安定化を図るため、事業者や商店街
などの事業を支援します。
　また、オンラインストアを活用した市内商店街等事業者の
販路拡大と市民の買い物支援を推進します。

【主な取り組み】
○ 商工関係団体への補助金の交付
○ 商店街等賑わ

い創出イベン
ト推進事業補
助金の交付　
など

　市外企業から立地条件が高く評価された保原工業団地にお
いて、さらなる雇用創出を図るため工業団地拡張のための測
量や設計などを行います。

【主な取り組み】
○保原工業団地拡張整備調査設計業務の委託

　市内企業などとの連携により、市内への誘致や市内事業所
へのさらなる投資を促進させ、雇用の場の創出や工業振興を
図ります。

【主な取り組み】
○市内への誘致や投資に向けた企業へのPR
○雇用促進奨励金の交付
○用地取得奨励金の交付

　旧小手小学校簡易宿泊所「おての里きてみ～な」の管理や
施設利活用促進のための情報発信、各種イベントを開催しま
す。また、サイクルツーリズムと自転車活用を推進するた
め、サイクリング体験事業などを実施します。

【主な取り組み】
○旧小手小学校簡易宿泊所の管理
○サイクリング体験
○ 賑わいイベントの開催

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他（諸収入）
5,037 444 1 億 6,560

財源（万円） 市の負担
4,290

財源（万円） 市の負担
2億 6,061 財源（万円） 市の負担 その他（使用料など）

3,239 402

2 億 2,041 万円 4,290 万円

2 億 6,061 万円

3,641 万円

企業内マルシェ（豊田通商本社） きてみ～なを訪れたサイクリングクラブの皆さん

オンラインストアを利用する人（イメージ）

新保原工業団地

一新 一新

継続

継続
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令和６年度の主な取り組み

　木造住宅の耐震化、危険ブロック塀の撤去を促進すること
により、地震による被害を軽減し市民生活の安全性の確保と
向上を図ります。

【主な取り組み】
○木造住宅耐震診断支援事業
　 旧耐震基準（昭和56年5月以前建築）および新耐震基準

（平成12年5月以前建築他）の木造住宅を対象に、住宅の
耐震診断を行い、その結果と補強計画を所有者に提供しま
す。

○木造住宅耐震改修支援事業
　 耐震診断の結果、耐震性能が不足している旧耐震基準の住

宅を対象に、耐震化に要する費用の一部を補助します。
○危険ブロック塀撤去事業
　 道路に面するブロック塀などの倒壊事故を未然に防止する

ための撤去および改修費用の一部を補助します。

　市営住宅沢田第二（1棟）の大規模修繕を行います。
（沢田地内、昭和59年建設、鉄筋コンクリート造、3階建、
18戸）

【主な取り組み】
○屋上防水の修繕および壁面塗装、給水設備の更新
　工期：令和6年6月～令和7年3月予定

便利で快適に暮らせるまち便利で快適に暮らせるまち

　高齢者等の移動手段の確保と商店街の活性化を図るため、
低定額料金を設定した電話予約によるデマンド型乗合交通手
段を提供する事業実施主体に対し補助します。

【主な取り組み】
○商工会へまちなかタクシーの補助金交付
○国見町へ国見まちなかタクシーの負担金
○ 令和6年度より梁川・伊達まちなかタクシーおよび霊山・月

舘まちなかタクシーの利用料金を300円に統一（200円区
間は据置き）し、市民の利便性の向上を図ります。

まちなかタクシー

担当課　生活環境課

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
9,014 961

9,975 万円

新多目的交通システム事業一新

木造住宅等耐震化促進事業 市営住宅維持管理事業

担当課　建築住宅課 担当課　建築住宅課

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他（諸収入）
620 336 14 財源（万円） 国・県の負担 その他（使用料）

5,491 5,949

970 万円 1 億 1,440 万円

古いブロック塀 沢田第二団地

一新 継続
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　市全体の持続的発展に向け、計画的な土地利用・市街地整備、道路の整備・長寿命化、公共
交通の見直し、デジタル化を推進するとともに、快適な住環境づくりに向け、住宅施策や定住・
移住をサポートする施策、上・下水道の整備充実、公園・緑地の有効利用を進めます。

57 事業

34 億
3,267 万円

　将来課題や多様化する市民ニーズ、社会情勢の変革に対応する行政経営を確立し、持続可能な地域として発展していくた
め、デジタル技術を活用した利用者視点の新たな行政サービスを提供するスマート自治体への転換と地域社会のDX（デジ
タル変革）を推進します。
　令和6年度は、「書かない」「待たない」「行かなくても良い」をテーマにスマート自治体の実現に向けた窓口改革を進めます。

【主な取り組み】

担当課　デジタル変革課

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
3,190 617

3,807 万円

デジタル変革推進事業一新

■スマート行政手続の推進　…………………………………………………………………………………………… 2,578万円
○リモート窓口（遠隔窓口）の導入
　 出先窓口と対応者を遠隔でつなぐ仕組みに

より、身近な窓口でより多くの手続きや相
談が可能になります。

○らくらく窓口証明書交付サービス
　 役所窓口でも、コンビニ交付サービスと同じ

画面操作で証明書交付が可能となります。
　 夜間や休日でもセルフで発行できるコンビニ

交付サービスの利用促進を図ります。

■デジタルデバイド対策（※）　………………………………………………………………………………………… 429万円
　高齢者スマホ教室、デジタル活用サポーター育成講座の開催
○高齢者スマホ教室
　 スマホの安心安全な使い方やアプリの便利な使い方を学びます。
○デジタル活用サポーター育成講座
　  地域のなかで、スマホなどデジタル機器の操作が不慣れな人を継

続して支援できる人材を育成するための講座を開催します。

■デジタル社会推進　……………………………………………………………………………………………………… 800万円
○オープンデータの推進
　 市が公開している地図、施設、防災等に関する公共デー

タを市民や企業が容易に利用できるように、インター
ネットに接続したスマホやパソコンから直感的に検索表
示できる地図サービス「ウェブ総合マップ」を提供しま
す。

○官民共創の実現に向けた専門的な民間DX人材の活用
　 デジタルへの知見が深い民間人材の登用により、デジタ

ル技術を活用した地域課題の解決や新たな価値創造に取
り組みます。

申請書を書かずに証明書を交付

ウェブ総合マップ（伊達市防災マップ）

スマホ教室
（※） デジタルデバイド・・・インターネット等の情報通信技術を利用

できる人とできない人の間に生じる情報格差のこと。



16

令和６年度の主な取り組み

便利で快適に暮らせるまち便利で快適に暮らせるまち

　伊達市内の道路整備により道路ネットワークの充実を図ります。

【主な取り組み】
道路整備：3路線
○市道大柳高子線

○市道大舘白川田2号線

○市道前川原線

※ 標記の延長は、目安ですので現地精査の結果により増減します。

道路新設改良事業

担当課　建設課

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
1億 1,090 4,914

1 億 6,004 万円

高子駅

阿武隈急行線

保原町上保原

字長嘯嶺
字西向　

字向台　

字大舘

字八筋

字幸町字西土橋 字伝樋

●
ダイユーエイト
梁川店

●角庄商店

みらい斎場
やながわ

●

伝
樋
川

梁
川
バ
イ
パ
ス

349

4 原島 阿
武
隈
川

一本木

岡沼

●（株）同仁社

●北部日本
　自動車学校

●伊達総合支所

伊達体育館
●

399

【保原地域】

【梁川地域】

【伊達地域】

場　所 目　的

伊達市保原町上保原字西向地内 現道拡幅

概　要

道路改良工事L＝137ｍ、土地購入費

場　所 目　的

伊達市梁川町字大舘地内 現道舗装

概　要

道路舗装工事L＝189ｍ

場　所 目　的

伊達市原島地内 現道拡幅

概　要

道路改良工事L=45ｍ、土地購入費、物件移転補償費

一新
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保原総合公園施設充実化事業 だて婚活支援事業

担当課　都市整備課 担当課　協働まちづくり課

　保原総合公園の施設を充実させ、利用促進を図るため、
フットボール場、テニスコートへの夜間照明設置とトイレの
洋式化工事を行います。

【主な取り組み】
○フットボール場、テニスコートへの夜間照明設置
○管理事務所、屋外トイレの洋式化

　結婚を希望する独身男女の出会いの場の創出や結婚を前向
きに捉えることができるような環境整備を図るため、婚活セ
ミナーの開催、新婚世帯（パートナーシップ宣誓者含む）な
どへの住宅取得などの費用を補助します。

【主な取り組み】
○婚活セミナーの開催
○新婚世帯などの住宅取得等費用の補助

財源（万円） 市の負担
1億 1,358 財源（万円） 市の負担 国・県の負担

721 644

1 億 1,358 万円 1,365 万円

婚活を支援（イメージ）保原総合公園

継続 継続

　県外の地方移住希望者などを対象に移住定住の取り組みを促進し、交流・定住人口の増加による地域活性化を図ります。

【主な取り組み】
○都内での移住相談会の開催
○移住者同士の交流会の開催
○伊達市の魅力を知ってもらうお試し宿泊体験
○移住者向けの補助支援
○空き家バンク物件の改修補助支援　など

移住者交流会 移住相談会

担当課　協働まちづくり課

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
2,415 1,335

3,750 万円

移住・定住促進事業継続
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令和６年度の主な取り組み

■伊達総合支所　……………………………………4億9,064万円
　老朽化や耐震性に問題のある伊達総合支所庁舎を改築し、誰
もが利用しやすい庁舎として整備を進めます。
　なお、仮事務所として利用するため、令和6年9月から令和8
年3月まで伊達福祉センターの大会議室が使用できなくなりま
す。

【主な取り組み】
○実施設計（令和5年度から継続）
○既存庁舎の解体工事
○敷地造成工事
○建築工事
　（令和6年度～7年度）

■霊山総合支所　………………… 3億3,856万円
　老朽化や耐震性に問題のある霊山総合支所庁舎
を改築し、誰もが利用しやすい、安心・安全な庁
舎として整備を進めます。

【主な取り組み】
○実施設計（令和5年度から継続）
○建築工事（令和6年度～7年度）

みんなでつくる協働のまちみんなでつくる協働のまち

総合支所庁舎建設事業

担当課　伊達総合支所、霊山総合支所

財源（万円） 市の負担
8億 2,920

8 億 2,920 万円

伊達地域まちづくり活性化事業 行財政改革管理事業

担当課　伊達総合支所 担当課　総合政策課

　まちの駅だてを設置し、地域における多世代による交流と
地域コミュニティの維持・形成、天王通り商店街を中心とし
た賑わいづくりを進めます。

【主な取り組み】
○まちの駅だての管理運営
○賑わいづくりに関する事業など

　社会変化に対応した持続可能な行財政改革を推進するた
め、市が出資している外郭団体6社を経営統合し、安定・継
続的な事業運営を図れる組織を構築します。

【主な取り組み】
○ 6つの公社の、賃金、労働条件などの調整、会計システム

など各種システムの統一

財源（万円） 市の負担 その他（使用料）
1,497 1 財源（万円） 市の負担

1,738

1,498 万円 1,738 万円

まちの駅だて

経営を統合し、安定・継続的な事業運営へ

（一社）つきだて
振興公社

（一社）伊達市
農林業振興公社

（一社）まちづくり
伊達

（一財）伊達市
スポーツ振興公社

（一社）りょうぜん
振興公社

（一社）伊達市
観光物産交流協会

継続

新規

霊山総合支所改築イメージ図伊達総合支所改築イメージ図

一新



1919

　男女共同参画社会の形成に向け、意識啓発や環境整備を進めるとともに、協働のまちづくり
とそれを支える行財政の効率化に向け、町内会や地域自治組織の活動支援、市民や市民活動団体、
民間企業などの参画・協働の促進、さらなる行財政改革や広域連携の強化を図ります。

161 事業

83 億
4,646 万円

ケーブルテレビ施設維持管理事業

シティプロモーション推進事業

伊達複合施設維持管理事業

伊達市公共サイン統一整備事業

担当課　秘書広報課

担当課　秘書広報課

担当課　秘書広報課

担当課　総合政策課

　伊達市ケーブルテレビでは、地上デジタル放送をアンテナ
による受信に切り換えるため、アンテナ設置工事を行いま
す。また、YouTubeを使って、自主放送番組を、全市民へ
向けて配信します。

【主な取り組み】
○ 伊達市ケーブルテレビ加入者に対して、アンテナ設置工事

およびケーブル宅内引込線撤去工事
○ 自主放送番組

をYouTube
で配信

　全国に伊達市をPRする伊達なふるさと大使、自分自身の
活動で魅力を発信する伊達な宣伝部長、SNSで伊達市の良さ
を伝えるだてフォト部など、魅力を発信する担い手を育成し
ます。ブランドメッセージを活用した市民のシビックプライ
ドの醸成など、魅力を発信し持続的に発展していくまちづく
りを推進します。

【主な取り組み】
 ○ 伊達なふるさと大使、伊達な宣伝部長、だてフォト部の活

動支援
○ 移住定住に向けた交流会（伊達市であそばね会）の実施

　市立図書館の照明をLEDに交換します。また、非常用照明
の取り換えなどを行います。

【主な取り組み】
○伊達市立図書館の照明をLEDに交換する工事
○災害時に誘導してくれる非常用照明機器の取換工事
○火災を感知する火災報知器の取換工事

　イオンモールの開業を見据え、市への来訪者に対してわか
りやすい案内サインを設置することで、市内回遊を促進する
ため、「伊達市公共サイン統一整備計画書」を令和5年度に
策定。これに基づき令和6年度にサインを設置します。

【主な取り組み】
○ サイン設置場所の

現地測量、設計
○ 誘導サイン、案内

サインなどの設置
および撤去

財源（万円） 市の負担
1億 4,068

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
406 174

財源（万円） 市の負担 その他（諸収入、使用料）
1億 36 607

財源（万円） 市の負担
1億 6,075

1 億 4,068 万円

580 万円

1 億 643 万円

1 億 6,075 万円

伊達市立図書館

公共サイン写真

YouTube で番組を配信

伊達市であそばね会

継続

継続継続

一新
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